












浦安市斎場内売店

 福祉用具貸与販売事業所
パーソナル・アシスタンスとも 

介護保険の要介護認定を受けられた方の居宅サー
ビス計画書作成が、主な業務内容です。介護を必要
とする方が適切な介護サービスが利用できるよう、
本人や家族の要望や意向を伺いながら居宅サービス
計画書を作成します。その後、モニタリング、サー
ビスの調整、担当者会議の開催等経て、ケアプラン
の見直しを行い、利用者様の在宅生活を支援してい
ます。
平成 28 年度の支援の特徴としては、利用者の主
介護者の方が緊急入院されるなどして、急遽ショー
トステイの手配や訪問介護サービスの追加、通所介
護他サービス利用の調整等を行い、居宅サービス計
画書の作成を多く行ったことです。また、利用者自
身が緊急入院する事例などで、入退院の支援も多く
行いました。入院時の医療情報提供や、退院に向け
てのカンファレンスにも参加し、担当医師や看護師、
理学療法士、訪問看護師等と退院後の在宅生活につ
いて検討しました。そのような取り組みをする事で、
退院される利用者の居宅サービス計画書作成や、安
定した在宅生活の支援が出来たと思います。
平成 29 年度においても、老老介護や一人介護が
主流となり、利用者及び主介護者の緊急的な入院は
増加すると思われます。在宅診療、訪問看護、訪問
入浴、訪問介護、ショートステイ等のサービスを導
入したケアプランの作成が多くなると思います。今

後も、医療機関等と連携をとりながら、
利用者が快適に、安心して在宅生活が
送れるよう支援していきます。

 居宅介護支援事業所
パーソナル・アシスタンスとも 

パーソナル・アシスタンスとも福祉用具貸与販売事
業所では福祉用具や医療機器の貸与販売をする事で、
介護保険や障害福祉の制度利用に対応しています。平
成 28年度は入退院される利用者様が多く、在宅生活
で必要となる介護用ベッド、床ずれ防止用具、介助
バー、サイドレール、車椅子、歩行器等のレンタル利
用が多くありました。車椅子で出入りする時に必要な
スロープのレンタルも複数ありました。
平成 29年度も利用者様が安心して快適な
在宅生活が送れるよう、地域福祉の増進に更
なる貢献をしていきたいと考えています。

浦安市斎場売店には、当事者職員が働いています。
いつも元気に仕事に励んでいる姿を見て、彼らの日々
が充実しているのを感じます。
28 年度は近隣の斎場建直しのために件数が増えて当
事者職員の作業も大忙しでした。
自分が暮らす地域で働いて、自分らしい生き方が出
来ています。
これからも、彼らが希望や夢を実現出来るよう

に支援を行っていきます。

平成 28年度の報告と平成 29年度の抱負 法 人 本 部

「とも」は 28 年度で 15 周年を迎え、その記念と
して昨年 11月には「法人設立15 周年記念イベント　
24365ともフェス～みんなで考えたい『ともに生きる』
というコト～」を開催致しました。事業面では9月に「パー
ソナル・アシスタンスとも福祉用具貸与販売事業所」、
2 月には「訪問看護ステーションとも」を江戸川区に開
設致しました。
例年通り、理事会・評議員会の開催と運営、多様な
研修を通じた人材育成、就職フェア等に参加しての人材
確保に取り組み、人材育成としては４年ぶりに中間職員
を対象として自身の問題や改善点を見出し、自己啓発
意欲を高める為のサーベイ研修を行いました。その他、

昨年度に引き続いての各種助成金申請、とも通信発行
による法人活動の紹介の他、職員の福利厚生の一環と
しては健康診断に加えて産業医による個別健康相談等
を実施し、利用者の方々を支援する職員の健康をサポー
トしました。さらに１５年間法人を支えてくれた職員へ
の感謝も込めて、今年度から業務災害包括保障保険に
加入。２４時間型電話健康サービスとメンタルケアカウ
ンセリングサービス、各種規定の整備により福利厚生・
職員の就業・健康面へのサポート体制の強化に努めま
した。
平成 29 年度も引続き、地域に根ざしたサービスの
提供に取り組んで参ります。

来ています。
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パーソナルケアセンター

パーソナルケアセンターは、年齢や障がいのあるなし
に関わらず、支援が必要な方へ２４時間３６５日、住み慣
れた地域で自分らしく暮らせるようにサービスを提供して
います。
平成２８年度は、喀痰吸引等の医療的なケアが必要な
方へ支援を実施しましたが、資格者の養成が追いつかず、
まだまだ全てのニーズにお応えできるまでに行きませんで
した。
余暇支援では、休日に買い物や食事を楽しんだり、テー

マパーク行きや各種イベントに参
加したり、仕事が終わってから総
合体育館でトレーニングに励ん
だり、プールでリラックスしたり
と様々なニーズがありました。宿
泊のプランで念願のユニバーサル
スタジオジャパンへの旅行が実現

し、お目当てのハリーポッターに大感激された方もいらっ
しゃいました。
平成２９年度も引き続き、多種多様な本人ニーズに応
えられるよう、また、より良い支援を提供すべく、人材の
確保・育成及びスキルの向上に力を注ぎます。医療的な
ケアの必要な方へのご要望にもより多く応えられるよう、
資格者の養成も積極的に取り組みます。
サービスの質の向上のためには、月１
回、自閉症の専門家を講師に招いての研
修会を継続し、スキルアップを確実に進
めます。
平成２９年度も、お一人おひとりに合
わせたきめ細やかなサービスの提供に努
め、在宅生活を支えてまいります。

療 育 事 業

平成 28 年度も昨年度に引き続き 8 つの療育を実施し
ました。
今年度は体験会やとも主催の事業所説明会を実施した
こと等により、本当にたくさんの方たちに療育を知ってい
ただけた1年となりました。
ムーブメント療育は新たな講師の先生をお迎えし、曜
日と時間を日曜日の午前中に変更しました。幼児の参加
者が増え、きょうだい、お母さん、そしてお父さんにも
一緒に参加いただき、とても活気のある療育となりまし

た。
音楽療法は開催場所がなかな
か定まらず、市内の公民館をは
じめ文化会館などの場所をお借
りして実施いたしましたが、みな
さん専門性の高い療育を受ける
ために、ご自宅から少し遠くなっ
ても積極的に参加いただけたこ
とに感謝しています。このことで
も、専門性の高い療育を受けた
い・楽しみたいという子どもたち

の思いや保護者の願
いを再認できました。
また、どの療育も新
しい参加者が増え、
最初は場所やお友達
に慣れるところから
スタートし、少しず
つプログラムに参加
できるようになっていき、今では自分から興味があると
ころに向かってやってみるといった自発的な動きも増えて
きています。長く関わりがある子たちも仲間意識をもち、
みんなで何かをやることにも抵抗なく、楽しく参加でき
るようになってきました。
29 年度も充実した専門性の高い療育を実施できるよ
うにしていきます。8 つの療育を実践していくとともに、
一人ひとりが自分にあう療育を選べるよう、楽しみなが
ら興味や関心を増やしていけるように実施していきたい
と考えています。安心して親子で楽しむ事が出来、本人
の余暇としても楽しめる、そんな療育を今年度も目指し
ます！！
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